
 
 
 

 

～図書室にはこんな本があります～ 

Ｎｏ. 71 
 

★  利用者からの質問をもとに昭和館図書室の資料を紹介します。 

       （書名の後の（ ）の数字は請求記号です。） 

 

 

問）｢青い目の人形｣について知りたい。 

   

答）｢青い目の人形｣をキーワードを入力して検索する仕方として 

 

全資料 →   青い目の人形＿青い眼の人形   

 

条件として いずれかのことばを含む をチェックします。（39件該当） 

 

※童謡の「青い目の人形」の歌詞などの資料もヒットします。 

 

また、他のキーワードとして「人形使節」「人形大使」などもあります。 

※これらのキーワードを使った場合は日満交流などの人形使節もヒットします。 

 

 

『日録 20世紀 第 12巻』（209/N71/12 開架大型） 

『学校が兵舎になったとき』(210.75/C42) 

『青い目の人形』(212.4/Ki24) 

『昭和玩具文化史』(589/Sa25) 
 

また、人形大使歓迎号として 

      『アサヒグラフ 昭和 2年 3月 2日＝第 8巻第 10号』(051/A82/1927-3 雑誌) 

      があります。 

  

 

 

 

 
 

 

 

図書室には、書棚に並んでいる図書以外にもたくさんあります。 
検索端末を使って、読みたい本を探してみてください。 
操作方法等がわからない場合は、カウンター職員までお気軽に…。 

 

 

 



・ ・・「ジャム」をつくってみよう！・・・ 
食に満ちた現代。最近は、スローフードが見直され、体に優しい食べものが話題

を集めています。その中で、さまざまな果物や野菜を使ったジャムも流行していま

す。戦時中は、配給物資も少なく「いかに工夫し、未利用資源を活用するか」を念

頭にいろいろな方法がとられていました。昭和１９年発行の『決戦食生活工夫集』

（産業経済新聞社刊）は、「第一編 決戦食生活の工夫と設計、第二編 決戦食生

活工夫集、第三編 食糧戦にも勝ち抜かう」の構成で、栄養や食材、調理の仕方が

載っています。その中に「皮芯の調理、(四)林檎の皮と芯のジャム」がありました。

これからりんごがおいしい季節になります。当時の方法でジャムをつくってはいか

がですか。 

（以下のレシピは『決戦食生活工夫集』(596/Ka43)の P.42を引用したものです。） 

   －林檎の皮と芯のジャム－   （旧漢字、旧かなづかいは改めました） 
＊ 材料 

林檎の皮 四個分、林檎の芯 四個分、林檎の実 四分の一個、 
砂糖適宜 

＊ 調理法 
① 林檎の皮と芯とを細く切ります。 
② 鍋に林檎の実がひたる位の湯を煮たて、この中に薄切とした林檎を入れて煮ます。 
③ 林檎に火が通ったらすくいあげて熱い中に裏ごしにかけます。（又はすり鉢ですっても

良い） 
④ 前の煮汁の中に皮と芯とを入れて煮、火が通ったら裏ごしにかけた物をいれます。 
⑤ 次に砂糖を必要量の三分の二だけ入れて煮つめます。できあがるちょっと前に 

残りの砂糖を入れて煮つめます。 
 
 

                
 

－図書室から－ 
＊ 図書室の資料は、大切にご使用ください。 

閲覧室及び書庫のある図書や雑誌は、どの資料も貴重なものです。取り扱いには、十分気を

つけマナーをお守りください。 
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